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はじめに

続  太田 ー歴史と風土ー 



発刊を祝って 

高岡市長 角田 悠紀 

 

『続 太田－歴史と風土－』が、ここに発刊されましたことを、心よりお喜び申し上

げます。 

 

雨晴海岸から富山湾越しに望む 3,000m 級の立山連峰の眺望、５世紀に造営されたと

される桜谷古墳群、国指定名勝「おくのほそ道の風景地―有磯海―」、国指定重要文化

財「武田家」、古刹国泰寺など、二上丘陵の一角をなす大師ケ岳に抱かれた太田の地に

は、多くの魅力ある歴史と文化が息づいています。 

 

昭和 48 年、太田小学校の創校 100 周年を機に発刊された郷土誌『太田－歴史と風土

－』は、歴史や地理的な変遷、文化、生活、さらには、道端の石仏に至るまで、太田の

隅々に目が向けられ、詳細に書き綴られています。当時の地域代表の方々や太田小学校

の教職員が手を携え、一丸となり制作されたことをうかがい知ることができます。 

『続 太田―歴史と風土―』は、環境の変化や産業の推移、連合自治会の歩み等、前

回の発刊以降 50 年の太田地区の発展と変化についてまとめられており、以前にも増し

て深い愛情と熱意が込められたものになりました。本誌が、ふるさと太田を大切に想う

すべての皆様の郷土読本として手元に置かれ、太田を慕い訪れる人々にとってよき羅針

盤になるものと確信いたします。 

 

高岡市は、人口減少・少子高齢化が進む中で、長期的な視点に立ち、次の世代からも

共感を得られるまちづくりを展開していくとともに、新たな時代の潮流を取り入れた変

革に挑戦しています。これまで築き、磨き上げてきたまちの魅力を最大限に活かすべく、

「ひと」をまちづくりの主役ととらえ、市民の皆さまをはじめ、高岡に関わるすべての

「人の力」で、持続可能で進化し続けるまちを目指してまいります。 

 

今後とも、太田地区がその魅力をますます輝かせ、さらなる発展と繁栄を遂げられま

すことを心よりご祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 

 

 

 

 

  



  発刊にあたって 

                       太田校下連合自治会  

会長 増 井 俊 一 

  

発刊にあたり、ご挨拶申し上げます。 

  

わが愛する太田に小学校が設立されたのが、明治６年（1873 年）９月であります。 

今年創校 150周年を迎えました。ちなみに当時は新川県と言いました。明治９年（1877

年）は、石川県でありました。明治 16 年（1884年）に初めて現在の富山県となりまし

た。 

  

そんな歴史を歩みながら、昭和 48年（1973年）に、太田小学校が百周年を迎えまし

た。当時の賢人たちは、それを記念して、太田の文化や歴史を次世代に残したいという

思いから、「太田 歴史と風土」という郷土誌を発刊されました。 

 そして今年は、それから 50年を迎えたわけであります。 

太田小学校創校 150 周年を迎えるにあたり、「太田郷土誌発刊委員会」によって、続

編としてその後の 50 年の太田の歩みを残すこととなりました。 

数々の文化と歴史、景観を有する太田に生きる私たちは、これからもわが郷土を愛す

る心を持ち続け、感謝し、次の世代に引き継いでいかなければならないと思います。 

 

 発刊にあたり、編集に尽力されました太田の歴史と文化を継承するメンバー各位に、

心より感謝申し上げますとともに、住民の皆様に改めて太田のよさを知っていただけれ

ば幸いに思います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


